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名 称  路面電車軌道施設点検・保全業務（②単価） 

 

 

 

 

            特定の場合  

            その業者名             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人札幌市交通事業振興公社 

 路面電車部 維持管理課 線路施設係 



1 　入札は諸経費を含んだ金額で行う。

2 　入札工種価格（契約単価）は消費税相当額を含めず計上すること。

3

路面電車軌道施設点検・保全業務（②単価）

の業務価格入札について

　入札は単価内訳表のｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去・復旧工（夜間軌道内）（1m当たり）のみを対
象に行う。各工種の契約単価はｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去・復旧工（夜間軌道内）契約単価の策
定係数を1.00とした各策定係数に基づいて契約することとする。よって全工種に対
する入札は行わない。策定係数については小数第3位切り捨てとし、契約単価は1円
未満切り捨てとする。



 1．業務の目的

　　本業務は、軌道狂い及び軌道施設に異常が発生した場合への対応やレール継目の亀裂・落ち

　及びレールの損傷・摩耗を溶接補修することで、 電車の安全走行の確保を図ることを目的と

　する。

 2．業務の内容

軌道整正工

　揺れによる乗り心地不良箇所や通り・高低・水準・平面性の狂い量が軌道狂い値に達す

る。または、達するおそれがある箇所について、道床突固め作業などにより、軌道狂い値

が整備目標値となるよう整正する。なお、軌道整正時には必要に応じて、軌道検査マニュ

アルに基づき検査を実施する。

ガードレール撤去・復旧工

　本線レールとガードレールの締結が緩んでいる箇所についてガードレールを一旦撤去し

整備をして再設置を行う。間隔材、ゴムシュート等軌道材料の損傷が見受けられる場合は

材料の交換作業を実施する。材料は委託者より支給する。本作業は(1)軌道整正工の実施

に合わせて必要に応じて実施する。

レール交換工

　レール頭部の摩耗が、基準値に達したもの、または達するおそれのある箇所、あるいは

一般車両の横断等により多くの損傷・摩耗が見受けられる箇所について、レール交換を実

施する。材料は委託者より支給する。本作業は(1)軌道整正工の実施に合わせて必要に

応じて実施する。

犬釘増打ち工

　軌道狂いが頻繁に発生する箇所について、犬釘の増し打ちを実施する。材料は委託者よ

り支給する。本作業は(1)軌道整正工の実施に合わせて必要に応じて実施する。

継目部緩み修繕工

　継目部のボルトが緩んでいる箇所について、ボルトの締め直しをを行う。施設の損傷が

大きい場合は材料の交換を実施する。材料は委託者より支給する。

排水桝修繕工

　軌道敷内の排水桝において、損傷が見受けられる箇所についてモルタル等で修繕を行う。

モルタル等の材料は受託者で用意するものとする。使用材料は委託者に材料確認を受けた

上で使用すること。

蓋交換工

　軌道敷内の排水桝上部のグレーチング蓋について損傷が見受けられるものについて交換

を行う。蓋の材料は受託者で用意するものとする。使用材料は委託者に材料確認を受けた

上で使用すること。

軌道敷排水桝調整工

　軌道敷内の排水桝において高さ等の調整を行う。損傷等により交換が必要となった場合

材料は委託者より支給する。

(2)

(3)

(4)

(5)

業  務  仕  様  書

(1)

(8)

(6)

(7)
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トングレール点検整備工

　分岐器のトングレールについて、分解点検整備を行う。材料の交換が必要となった場合

材料は委託者より支給する。

　軌道施設における緊急を要する調査・点検を行う。

継目亀裂補修・継目落ち補修工

　　 ②　アセチレンガス等により補修箇所の開先を確保した後に、アーク溶接により補修箇所

　　　 の幅以上に余盛り溶接し、グラインダー等により余盛りを削正して平坦に仕上げる。

　　 ③　開先部にスラグがある場合は、 溶接前にスラグを除去する。

　　 ③　アーク溶接により補修箇所の幅及び長さ以上に肉盛り溶接を行い、グラインダー等に

　　　 より余盛りを削正して平坦に仕上げる。

損傷・摩耗補修工

　　　 　アーク溶接により補修箇所の幅及び長さ以上に肉盛り溶接を行い、グラインダー等に　

　　　　 より余盛りを削正して平坦に仕上げる。

　　特記事項

　　 ①　溶接棒は、被覆アーク溶接棒（JIS Z 3211：2008）を使用する。

　　 ②　溶接は乾燥した状態で行い、溶接後は水や油等により急冷してはならない。

　　 ③　補修箇所の開先確保、溶接及び削正作業は、周囲を囲って行う。

　　 ④  アーク溶接は、労働安全衛生法第59条第3項に定める特別な教育を受けた者以外は行っ

　　　　てはならない。

　　 ⑤　グラインダー等の研削機械の砥石取替え及び取替え時の試運転は、労働安全衛生法第

　　　　59条第3項に定める特別な教育を受けた者以外は行ってはならない。

　　 ⑥　(11)、(12)の仕上がりについては下図により測定し、許容値は±0.5㎜とする。

 3．業務の履行期間、業務日及び場所

令和５年４月１日から令和６年３月３１日までとする。

     委託者担当係員が指定した日時及び場所。

(9)

(10) 現地調査点検工

(11)

 　　①　補修は、レール頭部とする。

(12)

300㎜

（＋）値

鋼尺中心

レール頭面または側面

 溶接補修カ所

（－）値

 溶接補修カ所

レール頭面または側面

300㎜

 鋼尺中心

レール頭面または側面

※ 側面は軌間内側を測定する。

溶接補修箇所

溶接補修箇所
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    4．積算上の留意事項

本業務における労務単価は、以下の補正を考慮する。

なお、昼間軌道外作業以外については設計書の規格欄に明記してあるので、確認すること。

　労務費の補正は行わない。

(2)　夜間軌道内作業（夜軌道）

【算定式】

設計労務単価＝Ｐ×1.5　　　　　Ｐ：公共工事設計労務単価（昼間）

夜間作業時間帯については下記のとおりとする。

・ ＝ (21:00～6：00) ＝ 9 ｈ

・ ＝ (23:00～24:00) ＝ 1 ｈ

・ ＝ (21:00～23:00)＋(0:00～6:00) ＝ 8 ｈ

・ 作業時間 ＝ ９時間 －　１時間 ＝ 8 ｈ

 5．発生品及び建設副産物の処理

受託者は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「資源の有効な利用の促進に関す

　る法律」並びに「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」と「建設副産物適正処

　理推進要綱」を遵守して、建設工事の円滑な施工の確保及び生活環境の保全に努めること。

当該業務等で発生する建設副産物の処理方法、処理場所等の処理条件は下記のとおりと

　 し、下記６社のうち何れかに運搬・処理すること。（マニフェスト処理）

なお、変更が生じた場合は監督員(委託者)と協議のこと。

積算上は、電車事業所（札幌市中央区南21条西16丁目）を起点として想定している。

 重量を計量し伝票の交付を受けること。

 破砕後のサイズは30㎝内外とする。

　搬入物には、土砂，ゴミ，コンク

リート塊及びヒーティングケーブル等が

混入しないよう現場で分別すること。

　なお、本業務により生じた発生品（鉄くず等）は、電車事業所(中央区南21条西16丁目2-20）

で引渡しを行うものとする。発生材の引渡しについては、調書を作成し提出すること。

舗装切断時に発生する濁水の処理について、請負者は、舗装切断作業を行いながら濁水を

吸引のうえ、タンク等に貯留し、作業後速やかに、濁水を処理施設へ運搬し処分する。

(1)　昼間軌道外作業

休憩時間

拘束時間

夜間割増時間

(1)

アスファルト殻

道路工業株式会社

(豊平区西岡521番地)

東亜道路工業株式会社

(2)

種　　　類

(東区東雁来5条1丁目78番地)

(東区中沼町45番地）

(西区発寒16条12丁目1020番地）

受　入　条　件　等

(3)

世紀東急工業株式会社

搬出先施設名及び場所

新日建設株式会社

(手稲区曙5条5丁目110番地18）

大成ﾛﾃｯｸ株式会社

(西区福井495番2外 ）

札幌ﾘｻｲｸﾙ骨材株式会社
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請負者は、濁水を処理する業者を、産業廃棄物の汚泥の中間処分業の許可を得ており産業

廃棄物管理票（マニフェスト）にて管理できるものから選定する。

6．排出ガス対策型建設機械の使用

　本業務において以下に示す建設機械を使用する場合は、建設省「排出ガス対策型建設機械指定

要領」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械及び、平成７年度建設技術評価制度公募課題

「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」またはこれと同等の開発目的で実施された民間開発建設

技術の技術審査・証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用するも

のとする。ただし、道路運送車両法の保安基準に排出ガス基準が定められている自動車の種別で

有効な自動車検査証の交付を受けているものは除く。

　業務主任は、作業現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、委託者担当係員に提出す

するものとする。なお、これにより難い場合は、委託者担当係員と協議するものとする。

・バックホウ 油圧ﾎｲｰﾙ型

・ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ ﾎｲｰﾙ型

可搬式、溶接兼

用を含む

7．提出書類

作業日誌 作業日毎

業務完了届

業務完了書類（2部） 施工写真、出来高表等の業務履行確認資料

支給品受領書・返納書

各測定及び点検結果（2部）　

　 軌道仕上がり、レール面仕上がり（継目亀裂、継目落ち補修箇所）

現場発生品調書

8．業務代金の支払い

　　業務終了後受託者が業務完了届を提出し、委託者が行う検査に合格した後、発注単位毎に

　支払うこととする。

9．その他

　　仕様書に定めがない事項または疑義が生じた場合は、委託者担当係員と協議すること。

対　象　機　械

建設副産物分類 処理施設名 施設の所在・連絡先 受入条件

建
設
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物

汚
泥

中
間

脱
水
（
埋
立
）

・有機、無機
・受入条件について
は、確認を要する。
※中間処理施設、最終
処理（埋立等）は別事
業者に委託

℡792-3770

㈱公清企業 東）中沼町45-23

(1)

（エコパーク）

備　　　　　　　　　　　　考

　ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ(ｴﾝｼﾞﾝ出力 7.5kw以上

260kw以下)を搭載した建設機械に限る。

　ただし、 道路運送車両法による排ガ

ス規制を受けている建設機械は除く。

型　　　　式

・発動発電機

(2)

(3)

(6)

(4)

(5)
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業務委託－第９号様式 

業 務 完 了 届 

 
 令和  年   月   日 

  一般財団法人札幌市交通事業振興公社 
  理 事 長  藤井 透  様 

      住所 
  受託者 会社名 
      代表者名            印  

                 
 業務名                                    
 上記業務は、令和  年  月  日に完了いたしましたのでお届けします。 

受 付 令和  年  月  日 
 完了を確認した職員 
 (氏名)                 印 

課長 係長 主任 係 この業務の完了検査に係る検査員に下記の者を命じ、 
令和  年  月  日に検査を実施してよろしい 
でしょうか。 
 
   検査員                 印 

 
課  長 
事務取扱 

  

課長 係長 主任 係 
業務完了検査報告書 

令和  年  月  日 
 

検査員                 印 
 
立会人                  印 

 
課  長 
事務取扱 

  

 

 上記業務の検査結果は、次のとおりであったので報告いたします。 

請 負 代 金 額 円（税込） 契 約 年 月 日 令和  年  月  日 

着 手 年 月 日 令和   年   月   日 完 了 年 月 日 令和  年  月  日 

検 査 年 月 日  令和   年   月   日 検 査 結 果 □ 合格  □ 不合格 

備     考 

 

 



No

委託者　業務主任 ㊞

受託者　業務主任 ㊞

No

委託者　業務主任 ㊞

受託者　業務主任 ㊞

項　　　　　目 単 位 数　　量 累計数量

　備考・作業場所等

作 業 月 日

令和　　　年　　　月　　　日　（　　）　　天候

項　　　　　目 単 位 数　　量 累計数量

令和　　　年　　　月　　　日　（　　）　　天候

作　　　業　　　日　　　誌
【 路 面 電 車 軌 道 施 設 点 検 ･ 保 全 業 務 指 示 第 号 】

 

　　　下記のとおり、作業を実施しましたので報告します。

　備考・作業場所等

記

履 行 期 間 令和　　　年　　　月　　　日　～　令和　　　年　　　月　　　日

作 業 月 日



下記業務における発生品を引き渡します。

記

 確認者　　　（一財）札幌市交通事業振興公社路面電車部 線路施設係　　氏名

品　　　　　名 規　格 ・ 形　質 単　位 数　　　量 備　　　　　考

受託者 氏　名

業務主任

業         務         名

現場発生品調書

令和　　　年　　　月　　　日

一般財団法人札幌市交通事業振興公社

　理事長　　　　　藤　井　　透　様

住　所



記

品　　　　　名 規　格 ・ 形　質 単　位 数　　　量 備　　　　　考

業務主任

下記のとおり受領しました。

業         務         名

受 領 （貸 与） 場 所

保     管     場     所

支 給 品 （ 貸 与 品 ） 受 領 書

令和　　　年　　　月　　　　日

一般財団法人札幌市交通事業振興公社

　理事長　　　　　藤　井　　透　様

住　所

受託者 氏　名



記

 確認者　　　（一財）札幌市交通事業振興公社路面電車部 線路施設係　　氏名

返納数量 備考

業務主任

下記のとおり返納しました。

業         務         名

返     納     場     所

品　　　　　名 規　格 ・ 形　質 単位 受領数量 使用数量

支 給 品 （ 貸 与 品 ） 返 納 書

令和　　　年　　　月　　　日

一般財団法人札幌市交通事業振興公社

　理事長　　　　　藤　井　　透　様

住　所

受託者 氏　名



工　種 ／ 種　別 ／ 細　別 単位 数量 単価 金額 摘　要

業務価格

軌道施設点検・保全 式 1 第１号内訳書

安全費（交通誘導警備員） 式 1 第2号内訳書

直接業務費計

共通管理費 式 1

純業務費 　

現場管理費 式 1

業務原価 　

一般管理費 式 1

業務価格 　

消費税等相当額 10.00% 式 1

業務委託費

業　務　委　託　費　内　訳　書



一金 円

名　　称 規　　格 単位 金　　額 摘　　要

軌道整正工 夜間軌道内 ｍ 100 単価算出調書 №1

軌道整正工 夜間軌道内　交差点37kg ｍ 45 単価算出調書 №2

（交差点部、37kgレール）

軌道整正工 夜間軌道内　分岐37kg 組 2 単価算出調書 №3

（分岐部、37kgレール）

軌道整正工 夜間軌道内　一般・交差点50Ｎ m 10 単価算出調書 №4

（一般部、交差点部、50kgNレール）

軌道整正工 夜間軌道内　分岐50Ｎ 組 1 単価算出調書 №5

（分岐部、50kgNレール）

軌道整正工 昼間軌道内 ｍ 10 単価算出調書 №6

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ 夜間軌道内 ｍ 150 単価算出調書 №7

　撤去・復旧工

ﾚｰﾙ交換工 夜間軌道内　運搬含む ｍ 25 単価算出調書 №8

犬釘増打ち工 夜間軌道内 ｍ 160 単価算出調書 №9

継目部緩み修繕工 夜間軌道内　37kg 箇所 20 単価算出調書 №10

継目部緩み修繕工 夜間軌道内　50N 箇所 10 単価算出調書 №11

排水桝修繕工 夜間軌道内 材料費含む 箇所 14 単価算出調書 №12

蓋交換工 夜間軌道内 材料費含む 箇所 2 単価算出調書 №13

軌道敷排水桝高さ調整工 夜間軌道内 箇所 2 単価算出調書 №14

トングレール点検整備工 夜間軌道内 回 12 単価算出調書 №15

継目(亀裂・落ち)補修
工 夜間軌道内 材料費・損料含む 箇所 200 単価算出調書 №16

損傷・摩耗補修工
夜間軌道内 材料費・損料含む 箇所 170 単価算出調書 №17

現地調査点検工 夜間軌道内 回 5 単価算出調書 №18

合計

軌 道 施 設 点 検 ・ 保 全 内訳書

第　１　号内訳書

数　　量 単　価



一金 円

名　　称 規　　格 単位 金　　額 摘　　要

交通誘導警備員（B) 夜間 人 90

交通誘導警備員（B） 昼間 人 2

交通誘導警備員（A) 夜間 人 2

交通誘導警備員（A） 昼間 人 1

合計

安全費内訳書

第　2　号内訳書

数　　量 単　価



番号 細　　目 単位

(夜間軌道内) 舗装版切断工 218 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 m 円 泥水処理工 218 ｍ × 円 = 円 単価算出調書　№19

舗装版破砕工 229 m2 × 円 = 円 15cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 21 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 48.30 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 市場単価

床堀り 9 m3 × 円 = 円 土砂 現場制約あり 施工パッケージ

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 9 m3 × 円 = 円 砕石再利用 t=4cm 器具損料含む 単価算出調書　№20

通り整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№21

むら直し工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№25

軌間整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№26

道床突き固め工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№30

表層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=4cm　再生細粒度(13) (100%)　D=9.0km以

下　PK-4 施工パッケージ

基層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円 t=5cm　再生粗粒度（20）(50%)　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 舗装版切断工 218 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 m 円 泥水処理工 218 ｍ × 円 = 円 単価算出調書　№19

（交差点部、37kgレール） 舗装版破砕工 229 m2 × 円 = 円 15cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 30 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 69.00 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 市場単価

通り整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№21

むら直し工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№25

軌間整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№26

道床突き固め工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№30

表層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=4cm　再生細粒度(13) (100%)　D=9.0km以

下　PK-4 施工パッケージ

基層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円 t=4cm　再生粗粒度（20）(50%)　PK-4 施工パッケージ

上層路盤(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=5cm　As安定処理材（30）(100%)

D=9.0km以下　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 舗装版切断工 23 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 組 円 泥水処理工 23 ｍ × 円 = 円 単価算出調書　№19

（分岐部、37kgレール） 舗装版破砕 21 m2 × 円 = 円 10cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 2 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 4.60 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 市場単価

床堀り 1 m3 × 円 = 円 土砂 現場制約あり 施工パッケージ

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 1 m3 × 円 = 円 砕石再利用 t=4cm 器具損料含む 単価算出調書　№20

通り整正工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№23

軌間整正工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№28

道床突き固め工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№31

表層(車道・路肩部） 22 m2 × 円 = 円
t=4cm　再生細粒度(13) (100%)　D=9.0km以

下　PK-4 施工パッケージ

基層(車道・路肩部） 22 m2 × 円 = 円 t=5cm　再生粗粒度（20）(50%)　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 円

単　価　算　出　調　書

算　　出　　の　　基　　礎単　　価 摘　　要

1

2

3



番号 細　　目 単位

(夜間軌道内) 舗装版切断工 218 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 m 円 泥水処理工 218 ｍ × 円 = 円 単価算出調書　№19

（一般部、交差点部50kgNレール） 舗装版破砕 229 m2 × 円 = 円 10～15cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 34 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 78.20 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 市場単価

通り整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№22

むら直し工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№25

軌間整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№27

道床突き固め工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№30

表層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=4cm　再生細粒度(13) (100%)　D=9.0km以

下　PK-4 施工パッケージ

基層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円 t=5cm　再生粗粒度（20）(50%)　PK-4 施工パッケージ

上層路盤(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=6cm　As安定処理材（30)(100%)　D=9.0km

以下　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 舗装版切断工 23 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 組 円 泥水処理工 23 ｍ × 円 = 円 単価算出調書　№19

（分岐部、50kgNレール） 舗装版破砕 21 m2 × 円 = 円 10cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 2 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 4.60 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　夜間 市場単価

床堀り 1 m3 × 円 = 円 土砂 現場制約あり 施工パッケージ

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 1 m3 × 円 = 円 砕石再利用 t=4cm 器具損料含む 単価算出調書　№20

通り整正工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№24

軌間整正工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№29

道床突き固め工(分岐部) 1 組 × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№31

表層(車道・路肩部） 22 m2 × 円 = 円
t=4cm　再生細粒度(13) (100%)　D=9.0km以

下　PK-4 施工パッケージ

基層(車道・路肩部） 22 m2 × 円 = 円 t=5cm　再生粗粒度（20）(50%)　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 円

(昼間軌道内) 舗装版切断工 218 m × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版　15cm以下 施工パッケージ

軌道整正工 m 円 泥水処理工 218 m × 円 = 円 単価算出調書　№37

舗装版破砕 229 m2 × 円 = 円 10cm以下　障害物無し　騒音対策不要　積込作業有 施工パッケージ

殻運搬 21 m3 × 円 = 円 舗装版破砕　機械(騒音不要・15cm以下)　DID=10.5km以下 施工パッケージ

アス殻処理費 48.30 t × 円 = 円 ｱｽﾌｧﾙﾄ塊　再生　昼間 市場単価

床堀り 18 m3 × 円 = 円 土砂 現場制約あり 施工パッケージ

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 18 m3 × 円 = 円 砕石再利用 t=4cm 器具損料含む 単価算出調書　№38

通り整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№39

むら直し工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№40

軌間整正工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№41

道床突き固め工 100 m × 円 = 円 器具損料含む 単価算出調書　№42

表層(車道・路肩部） 230 m2 × 円 = 円
t=5cm　再生密粒度(13) (50%)　D=9.0km以

下　PK-3 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

単　　価 算　　出　　の　　基　　礎 摘　　要

単　価　算　出　調　書

4

5

6



番号 細　　目 単位

(夜間軌道内) 軌道工 0.10 人 × 円 = 円

7 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ m 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　撤去復旧工 計 円

(夜間軌道内) ﾚｰﾙ交換工 100 m × 円 = 円 単価算出調書　№32

ﾚｰﾙ交換工 m 円 ﾚｰﾙ頭部溶接工 18 箇所 × 円 = 円 単価算出調書　№33

仮設材の運搬 3.72 t × 円 = 円
D=10km未満 製品長12m以内 冬期割増な

し 深夜早朝割増 往復　片側 施工パッケージ

仮設材の積込み取卸し費 3.72 t × 円 = 円 往復

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 0.70 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

犬釘増打ち工 m 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 0.80 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

継目部緩み修繕工 箇所 円

（37kg レール） 計 （10箇所当り） 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 0.90 人 × 円 = 円

継目部緩み修繕工 箇所 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

（50kgN レール） 計 （10箇所当り） 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 断面修復工 0.01 m3 × 円 = 円 単価算出調書　№34

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

12 排水桝修繕工 箇所 円

計 円

(夜間軌道内) 蓋版交換 1 枚 × 円 = 円 側溝蓋撤去・設置　40～80kg/枚 施工パッケージ

蓋交換工 箇所 円 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 1 枚 × 円 = 円
札幌市1型溜め桝用 　470×470×61 T-25

普通目
R4.12建設物価・積算資料

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 円

(夜間軌道内) 軌道工 2.10 人 × 円 = 円

軌道敷排水桝 箇所 円 普通作業員 6.40 人 × 円 = 円

　　　高さ調整工 諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×5%

計 （10箇所当り） = 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 9.40 人 × 円 = 円

トングレール 回 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　　　点検整備工

計 （10箇所当り） = 円

(1箇所当りの単価) 円

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

算　　出　　の　　基　　礎 摘　　要

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

単　価　算　出　調　書

単　　価

8

9

10

11

13

14

15



番号 細　　目 単位

(夜間軌道内) 土木一般世話役 0.70 人 × 円 = 円

継目(亀裂・落ち) 箇所 円 溶接工 1.30 人 × 円 = 円

補修工 普通作業員 1.30 人 × 円 = 円

電気溶接機運転 2 日 × 円 = 円 単価算出調書　№35

諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×5%

計 （10箇所当り） = 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 土木一般世話役 0.30 人 × 円 = 円

損傷・摩耗補修工 箇所 円 溶接工 0.60 人 × 円 = 円

普通作業員 0.60 人 × 円 = 円

電気溶接機運転 1 日 × 円 = 円 単価算出調書　№35

諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×5%

計 （10箇所当り） 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 普通作業員 0.2 人 × 円 = 円

18 現地調査点検工 回 円 軌道工 0.1 人 × 円 = 円

計 円

(夜間軌道内) 現場発生品運搬費 1.00 回 × 円 = 円 ｸﾚｰﾝ装置付2t積2t吊　20km以下 0.3t超0.5t以下 施工パッケージ

泥水処理工 m 円 処理費 0.5 t × 円 = 円 泥水 含水率>85% 非再生 ｴｺﾊﾟｰｸ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 普通作業員 23 人 × 円 = 円

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 m3 円 振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式) 1.40 日 × 円 = 円 単価算出調書　№36

ﾀﾝﾊﾟ締固め 10 m3 × 円 = 円 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

計 （100m3当り） 円

(1m3当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 0.8 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

21 通り整正工 m 円 計 （100m当り） 円

（37kgレール） (1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 1.0 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

22 通り整正工 m 円 計 （100m当り） 円

（50kgNレール） (1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 1.1 人 × 円 = 円

23 通り整正工 組 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　(分岐部、37kgレール) 計 円

(夜間軌道内) 軌道工 1.6 人 × 円 = 円

24 通り整正工 組 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　(分岐部、50kgNレール) 計 円

(夜間軌道内) 軌道工 2.4 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

25 むら直し工 m 円 計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

算　　出　　の　　基　　礎 摘　　要

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

単　価　算　出　調　書

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

発生量=5ℓ/m

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

単　　価

16

17

19

20



番号 細　　目 単位

(夜間軌道内) 軌道工 2.5 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

26 軌間整正工 m 円 計 （100m当り） 円

（37kgレール） (1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 2.7 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

27 軌間整正工 m 円 計 （100m当り） 円

（50kgNレール） (1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 1.4 人 × 円 = 円

28 軌間整正工 組 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　(分岐部、37kgレール) 計 円

(夜間軌道内) 軌道工 1.8 人 × 円 = 円

29 軌間整正工 組 円 諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

　(分岐部、50kgNレール) 計 円

(夜間軌道内) 軌道工 6.5 人 × 円 = 円

道床突き固め工 ｍ 円 諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×3%

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 軌道工 2.7 人 × 円 = 円

31 道床突き固め工 組 円 諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×2%

　(分岐部) 計 円

(夜間軌道内) 軌道工 5.4 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 = 円

32 レール交換工 m 円 計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(夜間軌道内) 土木一般世話役 0.70 人 × 円 = 円

ﾚｰﾙ頭部溶接工 箇所 円 溶接工 1.40 人 × 円 = 円

普通作業員 1.40 人 × 円 = 円

電気溶接機運転 2 日 × 円 = 円 単価算出調書　№35

諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×5%

計 （10箇所当り） = 円

(1箇所当りの単価) 円

(夜間軌道内) 土木一般世話役 5.3 人 × 円 = 円

断面修復工 m3 円 特殊作業員 15 人 × 円 = 円

普通作業員 11.6 人 × 円 = 円

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 1 m3 × 円 = 円 R4.12建設物価

諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×3%

計 円

(夜間軌道内) 軽油(1・2号) 32 l × 円 = 円

35 電気溶接機運転 日 円 電気溶接機(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ付) 1.0 日 × 円 = 円

計 円

(夜間軌道内) 特殊作業員 1.0 人 × 円 = 円

振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式) 日 円 軽油(1・2号) 5.9 ｌ × 円 = 円

0.8～1.1t 振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式)0.8～1.1t 1.0 日 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 円

計 円

(昼間軌道内) 現場発生品運搬費 1.00 回 × 円 = 円 ｸﾚｰﾝ装置付2t積2t吊　20km以下 0.3t超0.5t以下 施工パッケージ

泥水処理工 m 円 処理費 0.5 t × 円 = 円 泥水 含水率>85% 非再生 ｴｺﾊﾟｰｸ

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

36

37

33

30

当社制定策定歩掛

発生量=5ℓ/m

排出ｶﾞｽ対策型(第1次) 最大溶接電流300A　R4建設機械等損料表

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

R4.12札幌市単価

R4建設機械等損料表

当社制定策定歩掛

R4.12札幌市単価

34

摘　　要

当社制定策定歩掛

単　価　算　出　調　書

単　　価 算　　出　　の　　基　　礎

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛



番号 細　　目 単位

(昼間軌道内) 普通作業員 23 人 × 円 = 円

上層道床ﾊﾞﾗｽﾄ工 m3 円 振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式) 1.40 日 × 円 = 円 単価算出調書　№43

ﾀﾝﾊﾟ締固め 10 m3 × 円 = 円 施工パッケージ

諸雑費(まるめ) 1 式 円

計 （100m3当り） 円

(1m3当りの単価) 円

(昼間軌道内) 軌道工 0.8 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 円

39 通り正整工 m 円 計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(昼間軌道内) 軌道工 2.4 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 円

40 むら直し工 m 円 計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(昼間軌道内) 軌道工 2.5 人 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 円

41 軌間正整工 m 円 計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(昼間軌道内) 軌道工 6.5 人 × 円 = 円

道床突き固め工 ｍ 円 諸雑費(率+まるめ) 1 式 = 円 労務費×3%

計 （100m当り） 円

(1m当りの単価) 円

(昼間軌道内) 特殊作業員 1.0 人 × 円 = 円

振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式) 日 円 軽油(1・2号) 5.9 ｌ × 円 = 円

0.8～1.1t 振動ﾛｰﾗ(ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式)0.8～1.1t 1.0 日 × 円 = 円

諸雑費(まるめ) 1 式 円

計 円

（参考） 交通誘導警備員B（夜間） 90 人 × 円 = 円

安全費(積上げ) 式 円 交通誘導警備員B（昼間） 2 人 × 円 = 円

交通誘導警備員A（夜間） 2 人 × 円 = 円

交通誘導警備員A（昼間） 1 人 × 円 = 円

計 円

交通誘導警備員内訳（夜間）

軌道整正工(一般部、37） 100 m × 0.200 人 = 20.00 人

軌道整正工(交差点部、37) 45 m × 0.200 人 = 9.00 人

軌道整正工(分岐部、37) 2 組 × 4 人 = 8.00 人

軌道整正工(50ｋｇN) 10 ｍ × 0.02 人 = 0.20 人

軌道整正工(分岐部50ｋｇN) 1 組 × 4.00 人 = 4.00 人

計 41.20 人

≒ 42 人

交通誘導警備員内訳（昼間）

軌道整正工(構内) 10 m × 0.16 人 = 1.60 人

≒ 2 人

交通誘導警備員内訳（夜間）

継目(一般) 165 箇所 × 0.125 人/箇所 = 20.60 人

継目(交差) 45 箇所 × 0.250 人/箇所 = 11.30 人

損傷(一般) 135 箇所 × 0.056 人/箇所 = 7.60 人

損傷(交差) 70 箇所 × 0.111 人/箇所 7.80 人

計 47.30 人

≒ 48.0 人

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

R4建設機械等損料表

当社制定策定歩掛

当社制定策定歩掛

単　価　算　出　調　書

R4.12札幌市単価

単　　価 算　　出　　の　　基　　礎 摘　　要

38

43

42



令和4年度 路面電車軌道施設点検・保全業務 （単価内訳表）　　　

直接業務費 共通仮設費 現場管理費 一般管理費

計 業務価格

消費税（10％）

業務委託費

4.10

2.73

4.95

3.30

3.02

4.40

6.14

9.40

2.80

1.28

3.47

1.00

1.13

0.06

0.79

0.90

策定係数

5.38

6.32

93.14

6.86

102.13

2.1718 現地調査点検工 夜間軌道内 回 5

15 トングレール点検整備工 夜間軌道内 回 12

14 軌道敷排水桝高さ調整工 夜間軌道内 箇所 2

22 交通誘導警備員A 昼間 人 1

21 交通誘導警備員A 夜間 人 2

箇所 2

10

1

106 軌道整正工 昼間軌道内

m

組

ｍ

4

5

軌道整正工

軌道整正工

2

150

25

160

№ 名　　　称 規 格 ・ 形 質 単位

夜間軌道内　一般・交差点50Ｎ

夜間軌道内　分岐50Ｎ

100

2 軌道整正工 夜間軌道内　交差点37kg ｍ 45

設計単価×数量数量

1 軌道整正工 夜間軌道内 ｍ

設計単価

3 軌道整正工 夜間軌道内　分岐37kg 組

7 ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ撤去・復旧工 夜間軌道内 ｍ

8 ﾚｰﾙ交換工 夜間軌道内　運搬含む ｍ

9 犬釘増打ち工 夜間軌道内 ｍ

10 継目部緩み修繕工 夜間軌道内　37kg 箇所 20

11 継目部緩み修繕工 夜間軌道内　50N 箇所

箇所

10

14

20 人 2交通誘導警備員Ｂ 昼間

人 9019 交通誘導警備員Ｂ 夜間

蓋交換工 夜間軌道内 材料費含む13

備　　考

基準単価

12 排水桝修繕工 夜間軌道内 材料費含む

16 継目(亀裂・落ち)補修工 夜間軌道内 材料費・損料含む 箇所 200

17 損傷・摩耗補修工 夜間軌道内 材料費・損料含む 箇所 170

s096289
テキストボックス
令和５年度



No 項目 内容 適用 備考

（１）仮設備関係に係る費用 ×

（２）営繕関係に係る費用 ×

（３）安全関係に係る費用 ×
（４）地域連携に係る費用 ×
（１）建設機械器具の運搬等に要する費用 ○
（２）鋼桁、門扉等工場製作品の運搬（直接工事費に計上） ×

（３）（１）、（２）に掲げるもののほか、工事施工上必要な建設機械

　　　器具の運搬等に要する費用

（４）建設機械等の運搬基地 ○

（１）準備及び後片付けに要する費用 ○
（２）調査・測量、丁張等に要する費用 ○
（３）準備として行う伐開、除根、除草、整地、段切り、すりつけ等に

　　  要する費用

（４）（１）～（３）に掲げるもののほか、工事施工上必要な費用 ○

（１）工事施工に伴って発生する騒音、 振動、地盤沈下、 地下水の断

　　  絶等に起因する事業損失を未然に防止するための仮施設の

　　  設置費、撤去費及び当該仮施設の維持管理等に要する費用

（２）事業損失を未然に防止するために必要な調査等に要する費用 ×
（1）安全施設等に要する費用 ○
（2）安全管理等に要する費用 ○
（3）（1）から（2）に掲げるもののほか、工事施工上必要な

　　  安全対策に要する費用

（１）土地の借上げ等に要する費用 ×
（２）電力、用水等の基本料 ×
（３）電力設備用工事負担金 ×
（1）品質管理のための試験等に要する費用 ×
（2）出来形管理のための測量等に要する費用 ○
（3）工程管理のための資料の作成等に要する費用 ○
（4）（1）から（3）に掲げるもののほか、技術管理上必要な資料の作成に

　　  要する費用

（１）現場事務所、試験室等の営繕に要する費用 ×
（２）労働者宿舎の営繕に要する費用 ×
（３）倉庫及び材料保管場の営繕に要する費用 ○
（４）労務者の輸送に要する費用 ○
（５）上記（１）～（３）に係る土地・建物の借上げに要する費用 ×
（６）監督員詰所及び火薬庫の営繕に要する費用 ×
（７）（１）～（６）に掲げるもののほか工事施工上必要な営繕に要する費用 ×

適用項目による補正 31項目中13項目適用　　13/31＝0.41935⇒　41.94％

施工地域等の補正 大都市補正（道路維持工事）

諸経費補正率算出調書（軌道施設点検・保全業務）

１　共通仮設費率の補正

1 現場環境改善費

×

○

3 準備費
×

2 運搬費

5 安全費
○

4 事業損失防止施設費

6 役務費

7 技術管理費

×

1.5

8 営繕費

41.94 %



No 項　　　　目 内　　　　　　　　　　　容 適用 備考
（１）募集及び解散に要する費用 ○
（２）慰安、娯楽及び厚生に要する費用 ○
（３）直接工事費及び共通仮設費に含まれない作業用具及び作業用

　　  被服の費用

（４）賃金以外の食事、通勤等に要する費用 ○
（５）労災保険法等による給付以外に災害時に事業主が負担する費用 ○

安全訓練等に要する

費用

3 租税公課 固定資産税、自動車税、軽自動車税等の租税公課 ○

（１）自動車保険(機械器具等損料に計上された保険料は除く） ○
（２）工事保険、組立保険、法定外の労災保険、火災保険の保険料 ○
（３）その他の損害保険の保険料 ○

5 従業員給料手当  現場従業員の給料、諸手当及び賞与 ○

6 退職金  現場従業員に係る退職金及び退職給与引当金繰入額 ○

現場従業員及び現場労働者に関する労災保険料、雇用保険料、健康

保険料及び厚生年金保険料の法定の事業主負担額並びに建設業退職

金共済制度に基づく事業主負担額

現場従業員に係る慰安娯楽、貸与被服、医療、慶弔見舞等

福利厚生、文化活動等に要する費用

9 事務用品費 事務用消耗品、新聞、参考書等の購入費 ×

10 通信交通費 通信費、交通費及び旅費 △ 0.5計上

11 交際費 現場への来客等の応対に要する費用 ×
工事施工に伴って通常発生する物件等の毀損の補修費及び騒音、振動、

濁水、交通等による事業損失に係る補償費。

13 外注経費 工事施工を専門工事業者等に外注する場合に必要となる経費 ×
14 工事登録等に要する費用工事実績等の登録等に要する費用 ×

現場事務所、試験室、労働者宿舎、倉庫及び材料保管庫で使用する

電力、用水、ガス等の費用

17 雑費 １～16までに属さない諸費用 ○
23項目中16項目適用　16/23＝0.69565 ⇒ 69.57％

大都市補正（道路維持工事）

２　現場管理費率の補正

1 労務管理費 ○

法定福利費 ○7

2 現場労働者の安全・衛生に要する費用及び研修訓練等に要する費用

×

○

4 保険料

8 福利厚生費 ○

12 補償費 △ 0.5計上

15 動力・用水光熱費 ×

16
公共事業労務費調査に

要する費用

適用項目による補正 69.57 %

施工地域等の補正 1.2



No 項目 内容 適用 備考

1 役員報酬 取締役及び監査役に対する報酬 ○
2 従業員給料手当 本店及び支店の従業員に対する給料、諸手当及び賞与 ○

退職給与引当金繰入額並びに退職給与引当金の対象とならない役員

及び従業員に対する退職金

本店及び支店の従業員に関する労災保険料、雇用保険料,健康保険料

及び厚生年金保険料の法定の事業主負担額

本店及び支店の従業員に係る慰安娯楽、貸与被覆、医療、

慶弔見舞等、福利厚生等、文化活動等に要する費用

6 修繕維持費 建物、機械、装置等の修繕維持費、倉庫物品の管理費等 ○

事務用消耗品費、固定資産に計上しない事務用備品費、新聞、

参考図書等の購入費

8 通信交通費 通信費、交通費及び旅費 ○
9 動力、用水光熱費 電力、水道、ガス、薪炭等の費用 △ 0.5計上

10 調査研究費 技術研究、開発等の費用 △ 0.5計上

11 広告宣伝費 広告、公告、宣伝に要する費用 ○

12 交際費 本店及び支店などへの来客等の対応に要する費用 ○

13 寄付金 ○

14 地代家賃 事務所、寮、社宅等の借地借家料 ○
15 減価償却費 建物、車輛、機械装置、事務用備品等の減価償却額 ○
16 試験研究費償却 新製品又は新技術の研究のため特別に支出した費用の償却額 ×

新技術又は新経営組織の採用、資源の開発、市場の開拓のため特別に

支出した費用の償却額

18 租税公課 不動産取得税、固定資産税等の租税及び道路占用料、その他の公課 ○
19 保険料 火災保険その他の損害保険料 ○
20 契約保障費 契約の保障に必要な費用 ×

電算等経費、社内打合せ等の費用、学会及び協会活動等

諸団体会費等の費用

21項目中17項目適用　17/21＝0.80952 ⇒ 80.95％
計上しない

補正しない

３　一般管理費率の補正

3 退職金 ○

4 法定福利費 ○

5 福利厚生費 ○

7 福利厚生費 ○

17 開発費償却 ×

適用項目による補正 80.95 %

21 雑費

前払金に対する補正 0.0%

契約保証に係る補正 0.0%

○



直接業務費
通常経費 補正率 補正値 補正後

共通仮設費率
現場管理費率
一般管理費率

直接業務費
工種区分：

共通仮設費率

共通仮設費率 補正共通仮設費率
補正

純業務費
工種区分：

共通仮設費率

共通仮設費率 補正現場管理費率
補正

業務原価

共通仮設費率
共通仮設費率 補正率 補正一般管理費率

補正

金額
直接業務費
共通仮設費率
共通仮設費
純業務費
現場管理費率
現場管理費
業務原価
一般管理費率
一般管理費
業務価格
消費税率
消費税相当額
業務委託価格

４　業務委託費算出（諸経費の算出）

共
通
仮
設
費
率

道路維持工事

補正率

現
場
管
理
費
率

補正率

道路維持工事

一
般
管
理
費
率




